
広 報 ま つ や ま

松山
市全域

「歩きたばこ等」の例

歩
き
な
が
ら

立
ち
止
ま
っ
て

座
っ
て

自
転
車
・

バ
イ
ク
に

乗
り
な
が
ら

携
帯
灰
皿
を

使
っ
て

　公共の場所を管理する者が指定した場所で
喫煙する場合は、規制の対象となりません

禁止区域内では歩きたばこ等はしてはいけません
　公共の場所を管理する者が指定した場所
で、他人の迷惑にならないよう配慮して喫煙
する場合は規制の対象となりません

歩きたばこ等はしないように努めましょう

美しいまちづくり
重点地区

規制の内容

2014（平成26）年12月15日号（2）

休まず開館・営業
コールセンター

夜間専用

主な施設の閉庁・休館

（福）
市
社
会

福
祉
協
議
会

　
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
試
験
会
場
な
ど
詳
細
は
、

実
施
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
日

平
成
27
年
1
月
18

日
㈰

実
施
要
領
・
申
込
書 

（福）
市
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
調
整
課
お
よ
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://www.m

atsuya
ma-wel.jp/

、
市
役
所
本
館
１
階
案

内
所
、
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
。
郵
送
で
請
求
す
る
場

合
は
「
試
験
申
込
書
請
求
」
お
よ
び

「
試
験
区
分
」
を
朱
書
き
し
た
封
筒

に
返
信
用
封
筒
（
１
２
０
円
分
の
切

手
を
貼
り
、
宛
先
を
書
い
た
角
形
２

号
サ
イ
ズ
の
も
の
）
を
同
封
し
、

〒
790
０
８
０
８
若
草
町
８—

２ 

（福）

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

受
付
期
間

平
成
27
年
1
月
7
日
㈬

（
消
印
有
効
）
ま
で
の
8
時
30
分
～

17
時
15
分
（
12
月
27
日
㈯
～
平
成

27
年
１
月
４
日
㈰
の
期
間
を
除

く
）

「
公
共
の
場
所
」
と
は

　
道
路
・
公
園
・
広
場
な
ど
、
一

般
に
開
放
さ
れ
、
不
特
定
多
数
の

人
が
自
由
に
出
入
り
し
、
利
用
で

き
る
場
所

「
歩
き
た
ば
こ
等
」
と
は

　
屋
外
公
共
の
場
所
で
、
歩
き
な

が
ら
た
ば
こ
を
吸
う
な
ど
の
喫
煙

試験区分 年齢（下記の期間に生まれた人） 募集人数

事務職

①精神保健福祉士
昭和30年4月2日

以降

１人程度

②社会福祉士 ２人程度

技術職 ③介護支援専門員
昭和30年4月2日

以降
１人程度

　お問い合わせは、（福）市社会福祉協議会総務調整課（市
総合福祉センター１階） ☎941−4122・  941−4408へ

　お問い合わせは、市民参画まちづくり課 ☎948
−6736・  934−3157へ

①は、精神保健福祉士の資格を所有または平成26年度実施の国家試験
で当該資格を取得見込みの人
②は、社会福祉士の資格を所有または平成26年度実施の国家試験で当
該資格を取得見込みの人
③は、介護支援専門員の資格を所有または平成26年度実施の試験で当
該資格を取得見込みで、介護保険法で定める介護支援専門員実務研修を
修了または平成26年度中に修了見込みの人

　
本
市
で
「
歩
き
た
ば
こ
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
平
成
21
年
12

月
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
５
年
。
歩
き
た
ば
こ
禁
止
区
域
で
の
違

反
率（
違
反
者
数
／
通
行
者
数
）は
施
行
前
よ
り
約
７
割
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
公
共
の
場
所
で
の
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

行
為
全
般
（
火
の
付
い
た
た
ば
こ

を
持
つ
行
為
を
含
む
）

【
禁
止
区
域
】
道
後
温
泉
本
館
周

辺
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
周
辺
、
松

山
城
、
堀
之
内
公
園
周
辺
、
大
街

道
、
銀
天
街
、
松
山
市
駅
前
、
Ｊ

Ｒ
松
山
駅
前

時間変更して開館・営業

●松山総合公園☎923-9439
▶１月１日（木・祝）のみ６時から開園

8～21時
☎946−4894
21～翌8時
☎948−6685

年中
無休

受け付け

12 11
㊍

平成26年

１ ７㊌
平成27年

職
員
募
集

平成26年

12月26日㊎ ～

平成27年

１月５日㊊

や
め
よ
う
！

歩
き
た
ば
こ
防止条例
制定５周年

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

も
っ
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ

施設（連絡先）　　　   は閉庁・休館日　　   は平常通り開館・営業 12月 平成27年1月
26㈮ 27㈯ 28㈰ 29㈪ 30㈫ 31㈬ 1（木・祝） 2㈮ 3㈯ 4㈰ 5㈪

本庁・支所・出張所

市民サービス
センター

松山三越 （☎921−9911）
フジグラン松山（☎926−9911）
いよてつ髙島屋（☎941−9911）

市パスポートセンター（☎926−3330）
市保健所（☎911−1800）
松山市斎場（☎977−4738）・北条斎場貴船苑（☎994−2966）・中島斎場（☎997−0464）
防災センター（☎911−1881）
南クリーンセンター（☎971−8862）
西クリーンセンター（☎953−1153）
中島リサイクルセンター（☎997−5911）
横谷埋立センター（☎977−5235）
大西谷埋立センター（☎977−0929）

図書館 中央（☎943−8008）・三津浜（☎951−2516）・北条（☎993−2281）
中島（☎997−1181）

総合コミュニティセンター（☎921−8222）
松山市民会館（☎931−8181）
北条市民会館（☎993−4526）
北条ふるさと館（☎993−3266）
中島総合文化センター（☎997−1181）
庚申庵史跡庭園（☎915−2204）
坂の上の雲ミュージアム（☎915−2600）
考古館（☎923−8777）
松山中央公園各施設（☎965−3000）
北条スポーツセンター（☎993−1900）
中島Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎997−2211）
野外活動センター（☎977−2400）
松山競輪場・二番町前売サービスセンター（☎965−4300）
サイクルパーク（☎965−4300）
市営駐輪場 大街道（☎941−6530）・JR松山駅前（☎943−9511）
市役所前地下駐輪場（☎948−6257）
コムズ（☎943−5776）
市総合福祉センター（☎921−2111）
児童センター・児童館（☎933−9311）
まちコミュスポット てくるん（☎904−5728）
まつやまR

リ

e・再
サ イ ク ル

来館（☎968−7153）
都市環境学習センター（☎911−0250）
青少年センター（☎943−3346）
松山アーバンデザインセンター・みんなのひろば（☎968−2920）

11時まで

12時まで ｛12時まで ｛
11時30分まで

●道後温泉本館・椿の湯　●子規記念博物館
●松山城☎921-4873▶１月１日（木・祝）のロープウェイは６時から運行
●二之丸史跡庭園　●かしまーる北条鹿島博物展示館
●市営駐車場（市役所前地下・二番町・中之川）

広報まつやま

お
問
い
合
わ
せ
は
、
坂
の
上

の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
915
２

６
０
０
・

915
３
６
０
０
へ

2014（平成26）年12月15日号（3）

国民健康
保険 高額療養費 一部負担金割合 平成27年１月から

変更されます

高額療養費自己負担限度額（70歳未満対象）

一部負担金割合の判定基準（70～74歳が対象）

　お問い合わせは、国保・年金課 高額療養費＝☎948−
6355、一部負担金＝ ☎948−6363・ 934−2631へ

◆
ガ
ラ
ポ
ン
大
会
、
昔
あ
そ
び

日
時
平
成
27
年
1
月
1
日
（
木
・

祝
）
～
3
日
㈯
９
～
18
時

会
場
２
階
ホ
ー
ル

内
容

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
や

中
島
産
ミ
カ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

期
間
平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
・

祝
）
ま
で
の
16
時
30
分
～
20
時

内
容

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
建
物
、
敷

地
周
辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

◆
秋
山
好
古
祭
２
０
１
５

日
時

平
成
27
年
1
月
10
日
㈯

19
時
～
20
時
40
分

会
場
２
階
ホ
ー
ル

内
容

松
山
北
高
等
学
校
コ
ー
ラ

ス
部
、
松
山
東
雲
学
園
ハ
ン
ド
ベ

ル
部
、
愛
媛
大
学
邦
楽
部
、
地
元

新
井
満
さ
ん
が
正
岡
子
規
の
俳

句
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
た
Ｃ
Ｄ

ブ
ッ
ク
「
春
や
昔—

正
岡
子
規
の

ふ
る
さ
と
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー—

」
の

出
版
記
念
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

が
10
月
30
日
、
子
規
記
念
博
物
館

で
行
わ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

３
０
０
人
の
観
客
は
子
規
の
俳
句

と
新
井
さ
ん
の
歌
声
に
酔
い
し
れ

ま
し
た
。

当
日
、
新
井
さ
ん
か
ら
の
サ
プ

　下記のように変更となるため、限度額適用認定証所持者に新しい区分を
記載した認定証を12月中に郵送します。

　これまでの判定に加え、旧ただし書所得（※）の合計
額が210万円以下となる場合も窓口負担割合が２割また
は１割となります。（平成27年１月２日以降新たに70歳
となる国保被保険者のいる世帯から適用）

【平成26年12月31日以前】 【平成27年1月1日以降】
区　分 所 得 要 件 限　　度　　額

A
上位所得

旧ただし書所得（※）
600万円超

15万円＋（総医療費−50万円）×1％
（多数回該当…8万3,400円）

B
一般

旧ただし書所得（※）
600万円以下

8万100円＋
（総医療費−26万7,000円）×1％
（多数回該当…4万4,400円）

C
低所得 住民税非課税 3万5,400円

（多数回該当…2万4,600円）

区分 所　得　要　件 窓口負担
割合

限　　度　　額
外　来 外　来　＋　入　院

現役並
所得

課税所得
145万円以上 ３割 4万4,400円

8万100円＋
（総医療費ー26万7,000円）×１％
〈多数回該当：4万4,400円〉

変
更 一般

旧ただし書所得(※)の合計額が210万
円以下、課税所得が145万円未満、収入
の世帯合計額が520万円未満（１人世帯
の場合は383万円未満）のいずれか

２割
（★） 1万2,000円 4万4,400円

低所得Ⅱ 住民税非課税 ２割
（★） 8,000円

2万4,600円
低所得Ⅰ 住民税非課税（所得が一定以下） 1万5,000円

区
分 所 得 要 件 限　　度　　額

変
更ア

旧ただし書所得（※）
901万円超

25万2,600円＋（総医療費−84万2,000円）×1％
（多数回該当…14万100円）

変
更イ

旧ただし書所得（※）
600万円超～901万円以下

16万7,400円＋（総医療費−55万8,000円）×1％
（多数回該当…9万3,000円）

ウ
旧ただし書所得（※）
210万円超～600万円以下

8万100円＋（総医療費−26万7,000円）×1％
（多数回該当…4万4,400円）

変
更エ

旧ただし書所得（※）
210万円以下

5万7,600円
（多数回該当…4万4,400円）

オ 住民税非課税 同左（変更なし）

お
正
月
特
別
イ
ベ
ン
ト

坂
の
上
の
雲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク「
春
や
昔—

正
岡
子
規
の
ふ
る
さ
と
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー—

」

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク「
春
や
昔—

正
岡
子
規
の
ふ
る
さ
と
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー—

」

新
井
満
さ
ん
が
直
筆
原
稿
を
寄
贈

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
Ｆ
Ｍ
愛
媛
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

定
員

80
人
（
先
着
順
、
当
日
自

由
席
）

料
金
５
０
０
円

申
し
込
み
12
月
31
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
人
数
を
書
い
て
〒
790

０
０
０
１
一
番
町
三
丁
目
20
坂
の

上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
秋
山
好

古
祭
」係

sakakumo-museum
@

yon-b.co.jp

へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
課
☎
948
６
９
５

２
・

934
１
８
４
４
へ

ラ
イ
ズ
と
し
て
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
の
直

筆
原
稿
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
さ
れ
た
原
稿
は
、「
あ

と
が
き
に
代
え
る
８
つ
の
断
章
」

な
ど
２
種
類
で
合
計
24
枚
。
子
規

記
念
博
物
館
（
道
後
公
園
）
に
展

示
・
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

寄贈された原稿（表紙）

記念イベントの様子

校
区
内
に
は
神
社
や
寺
、石
碑
、

古
墳
な
ど
が
あ
り
、
児
童
は
地
域

探
検
や
造
形
大
会
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
学
習
で
こ
れ
ら
の
場
所
を
訪
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
地
域
全
体

を
舞
台
に
し
た
伝
統
的
な
活
動
が

「
み
ど
り
を
さ
ぐ
る
」
で
す
。
地

域
の
自
然
や
文
化
財
に
触
れ
る
こ

と
で
、
児
童
が
郷
土
の
文
化
や
歴

史
を
身
近
に
感
じ
、
知
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
、
児
童
は
１
年
生
か
ら

６
年
生
が
一
緒
に
な
っ
て
班
を
作

り
、
清
掃
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま

す
が
、「
み
ど
り
を
さ
ぐ
る
」
は
、

班
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
校
区

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
文
化
財
を

巡
っ
て
ク
イ
ズ
を
解
き
、
ゴ
ー
ル

の
学
校
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で

す
。
低
学
年
に
と
っ
て
は
行
っ
た

こ
と
が
な
い
場
所
へ
の
探
検
に
ド

キ
ド
キ
。
中
学
年
は
知
っ
て
い
る

場
所
も
増
え
少
し
先
輩
気
分
。
高

学
年
は
地
域
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド

兼
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
や
る
気
満
々
。

活
動
中
は
高
学
年
が
疲
れ
た
一
年

生
の
荷
物
を
持
っ
て
励
ま
し
た

り
、
ク
イ
ズ
の
正
解
を
喜
び
合
っ

た
り
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
同
士

で
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

校
区
内
に
は
多
く
の
文
化
財
が

あ
る
た
め
一
度
に
全
て
の
場
所
を

巡
り
き
れ
ず
、
６
年
間
で
ほ
と
ん

ど
の
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。
こ
う

し
て
、
高
学
年
か
ら
低
学
年
へ
、

地
域
の
よ
さ
や
歴
史
、
そ
し
て
絆

を
伝
え
る
「
み
ど
り
を
さ
ぐ
る
」

の
バ
ト
ン
は
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ

地
域
で
育
つ
後
輩
に
引
き
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。

１
年
生
を
連
れ
て
校
区
内
を

回
り
協
力
し
て
ク
イ
ズ
を
解

き
、
校
区
の
こ
と
が
分
か
っ
て

楽
し
い
。

（
６
年
女
子
）

カ
ッ
パ
山
と
い
う
古
墳
は
と

て
も
急
な
斜
面
だ
け
ど
そ
こ
か

ら
見
え
る
景
色
は
最
高
。
古
墳

登
り
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

（
６
年
男
子
）

秋の校区を散策

クイズを解く児童

児童数　男339人・女343人・計682人
（平成26年11月１日現在）

「
み
ど
り
を
さ
ぐ
る
」で
地
域
を
知
る

第40回 みどり小学校

松
山
っ
子
の
声

自己負担
限度額

★特例措置対象被保険者の窓口負担割合は１割

※旧ただし書所得とは、保険料を計算する際の基礎控除後の所得総額

http://www.matsuyama-wel.jp/
http://www.matsuyama-wel.jp/

